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IntheUnitedStates of America，riceis the reg10nal，location－Orientedandminorcr・Op，the share  

OfricefarmtOthetotalfarmorthatvaluetothetotalagTiculturalproductvalueisaroundl％．Onthe  

COntraly，itsshareintheworldr・icetradeisratherhigh，about20％．Namely，Americais the major rIice  

exportingCOuntry，tOgetherwithThai1and．Thisistheresultofincrease taken since1960’s．Recently，  

inAmerica，WaterreSOurCe11SeforagrlCulturehasfacedtoseverereStrictionin economicany and ＄0－  

Cial1y．Furthermore，thedamconstructionforpromotingriceproductioncameto bestrictlyrestricted  

fromthepointofenvironmentconservation．   

Inthispaper，basedonthefieldsurveyinTexasandCalifornia，fromthe stand point of water re－  

SOurCeuSe，itspotentialofriceexportingCOuntryisdesc土ibed．   

アメリカでは，米は地域的作物であり，総農家数に占める稲作農家数，農産物総販売額に占める生産額は1％前  

後というマイナ・－・・クPップである．世界の米の総貿易量に占めるアメリカのシェア・－をみると約20％と，タイと  

共に世界のトップの米輸出国である．これも1960年代以降，急速に伸びたものである．今日，アメリカでは水資源  

の農業用利用に対する経済的・社会的制約が強まっている．とくに米の増産に必要なダムの建設が環境保欝の立場  

から制限されてきている．  

本稿では，南部のテキサス，西部のカリフォルニアでの現地調査にもとづき，収集した資料を参照しながら，米  

の輸出力の将来を水資囁の利用の側面から検討する（酎）  

1一．は じめに  

アメリカにおける米産地は南部5州，カリフォルニア州の6州に限られ，稲作地帯の港渦：方式について，それぞ  

れの気候，風土条件によって次のような特徴がある（表1，2，3）．ミシシッピー川デルタ，ア・－カソソ1－サH北  

東部，大平原では稲作栽培のほとんどは圃場にある井戸水を取水源としている．カリフォルニア州とテキサス州の  

（注1）本研究の内容は1987年度文部省海外学術研究費交付による研究成果の一部である．   
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表1産業別の新鮮な地表水の取水量  

132  

新鮮な  新鮮な地表水による取水の割合（％）  
地表水  
地下水  
取水畳   

奥  村  

日当たり  
工業  潅漑  

（Mgal）  生活  畜産   

アーカン′ソー   6，900  41   57   0  64  83   15   

カリ■フォルニア  40，000  61   61   7   60  51   62   

ルイジアナ   12，000  86  56   0  29  95   59   

ミシシッピ1－ 2，900  48   14   0  57  77   13   

ミズ叫り・－   6，900  93  78  26   74  98  23   

テキサス   16，000  39  61   17   51   77  30   

全  米   380，000  77  65   3  45   94  60   

出所：Department of theInterior，NationalWater’StLTnmaTy1985．  

表2 稲作における水源別潅漑面解剖合  
（単位：％）  

ミシシッ  

ピt一川   アナ南   

大平原        デルタ  地域   西地域  地域  地域  ■7   

井戸水  88．4  97小8  775  46．1、  256  51り8  40  65け7   

河川 水  0．2  0“0  1．4  21．8  57小5  482  850  21．4   

地表水  11ノノ4  43  21．1  32．1  16．9  0．0  11．0  134   

資料：U．S．D．A．，Econ．Res．，Serv．Rice，Situationand伽tlooh．RS－50，  
Sept．1987 

注：河川水は購入水である．  

表3 井戸の深さ別の割合  

汲み上げ式  井戸の探さ別本数の割合 ％  
州及び水資源   

地 域区 分  
農場数 井戸の数50フィ 50′、‘100、’2∞‘～ 300～ 500  

－ ト  ■－  
（戸）  （本） てプニ㌧γT げ深さ 未 満  99 ユ99 299 499  

アーカソソ・－  4，231  17，026  

カリフォルニア  25，120   58，301  

′レイジアナ  1，759   3，847  

テヰサス  9，4‘豊7   53，816  

全  米  100，703  16，941  
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資料：U・S・DりA・り飽rmα雨月仇Cん如なα亡わ花血”甲1984いより作成u  

高位海岸地域ではほとんどが購入された水によっている．テキサス州の低位海岸地域では購入水と井戸で2分され，  

ルイジアナ南西部の20％で表流水を購入している．   

本稿では，アメリカの稲作が水利用をめぐる諸条件に規定されている事情について検討することを課題とする．  

そのために，第1に水資源利用を規定する社会的，経済的制約条件についてふれ，第2にカリフォルニア，テキサ  

スの稲作地帯の現地調査にもとづき，水利用のコスt・，組織の特徴および調整問題を整理する．第3に，以上のこ   
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とから稲作の拡大余地に．ついて述べる．  

まず，■アメリカの水資源利用を叫・般的に形つくっている社会的，経済的制約条件として水利権制度についてふれ  

ておこう．これにほ2つの異なる水利権制度が存在する．第1は沿岸権（riparianrights）で河川の沿岸地の所有  

老がその水を使用する権利，第2は専用権（appropriaterights）で河川水あるいは湖沼水を取水場所から引水し  

て離れた場所において使用でき，しかも水利用についての優先順位は当該専用権者がいつから水を利用し始めたか  

によって決められる．つまり（firstintime，firstinright）の原劇が働く．一般的に前者は，沿岸地以外の土地  

は自然の降雨でことが足りることから比較的湿潤である地方に適応され，後老は沿岸地以外の土地もまた河川等か  

らの水を要求するため主として乾燥地帯に適応された．ここで，ripaとはラテソ語でof or pertaining to the  

bank ofariverの意である．カリフォ／レ＝・アにおける専用主義の発生はゴl－I／レド・ラッシュの頃にさかのぼる．  

当初，土地はメキシコ，アメリカの公有地であった．そこでのいわば「不法侵略老」であった鉱業者の間での水の  

利用の紛争解決の慣行が，この先に水を利用した者が優先権をもつ早い者勝ちという′レールである．   

さて，次に南部のテキサス州とカリフォ／レニア州に．おける，稲作をめぐる水事情について詳しくみる．  

2 テキサスの稲作水事情   

（1）稲作の水利用コスト   

水は，テキサス州では稲作にとって本源的で費用のかかる生産投入物である．水価格が上昇しテキサスの稲作農  

家ほ．国内の米市場での旗争力を低下させている．  

1982年において約60％の稲作面掛ま表流水のみにより潅漑され，そのうちの80％は16の水供給者に担われ，1980  

年にはユー・カ一当たり平均5．4AFを取水している．ただし，AFほ水量の単位のここ」叫－カーフット（acfe－foot）で1  

AFは1，233n㌔．しかし，このうちのどれほどが給水過程で費消されたかは不明である．地下水による水供給は平  

均3．8AFであるが，これすらも行政によって報告されている数値よりは過大である．  

1980年には270万AFが汲み上げられ，このうち61％（ほとんどが稲作）が潅漑され，31％工業用，残り8％が  

生活用に，同様に120万AFの地下水が利用され，うら53％が農業，12％が工業用，35％が生活用水に用いられた  

（表1）．   

稲作の水管理についての調査によると，1982米穀年度■では，平均的な井戸の深さは659フィートで1，197ユ・－カ・－ 

に，2，000時間稼働し給水している．地下水による稲作潅漑面積の61％が天然ガスによっている（表3）．稲作の  

地下水潅漑地域域のほとんどは低位湾岸地域（LowerGulfCoast）に位屈している．1982年では約19万ha（1987  

年現在は10万9，肋Oha）に減少している．このうち，68％が2期作で，ニこ・一カー当たり平均の水コストは表流水で  

44＄，地下水で57＄，2期作ではそれぞれ，15＄，31＄であった（1）．   

テキサスでは，臨海部であり石油関連産業からの産業用，および人口増加に伴う生活用水などの都市需要も高ま  

るなど汲み上げに伴う地下水水位の低下がみられ，1930年頃から話題になり，更に，1945年からその度合は増した．  

南部平原では地下水系への補給能力を越えた汲み上げにより地下水脈の枯渇（watermining）に直面している．し  

かし，ミツシ・yピー川に近いところでは基本的に水不足に困ることはない．   

¢）水路組織（c8nalsystem）   

表流水の配水サー・ビスはさまざまな異なった背景，構造，目的をもった私的，公的供給機閑で営まれているが，  

稲作地帯における地表水の潅漑は，1944年以降，9つの水路組織が河川公社（riverautbor・ity）により購入される  

など，しだいに私的な水会社から公共性の高い河川公社の手に移ってきている．最近のものは1960年のコロラド川   
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下流河川公社（LCRA：LowerColoradoRiverAuthority）による湖岸潅漑会社（LakesideIrrigationCompany）  

である．   

LCRAは州都オースチソに本所を置き，もともとは1931年までに実業家が個人的にダムを建設しようとしていた  

が破産してしまい，4～5年後このダムを完成するために1934年に州から認可されてLCRAができる．すでに1900  

年代前半にマタゴーダ郡のコロラド川の両岸に約28の水路組織が開発され，後に12の組合に統合され，湾岸水路会  

社となった．これを1960年にLCRAが購入したのである．現在，コロラド川とぺダー・ ネイル川の周辺の10郡をカバ  

ー・する．コロラド川の6つのダムにおける発電と3カ所のポンプ取水場を有し，洪水調整などの管轄する地域の水  

のみならず，地下水，材木，空気，土壌などの資源の保全に責任をもつ．①洪水調節，②保全（自然資源の管理に  

責任をもつ），⑨水力発電（テキサス中部の41の郡，90万人に電力を供給），④かんがい，⑤生活用水，⑥工業用  

水のために貯水していくことを目的としている．建設の費用や更新の際にも州政府などからの補助は受けず，債権  

の発行（課税優遇）や1割弱の州政府からの借入れも返済するなどして独立採算性で運営している．河川公社は州  

の特別立法で創設されており，州の出先（stateageney）ではなく，擬似的な政府校閲で，あくまで民間事業体で  

あり州政府機関の代理的機能（agencyofthestate）を果たす機関として，その管轄権（jurisdictions）の範囲に  

おいて水資源の管理について幅広い権限を持っている．   

この地域では，3月～10月までの1期作と2期作を合わせて年間5AFを必要とする．料金は面帯割で徴収され，  

①播種のあとに発芽をよくするために供給するフラッシソグ（乾燥した年に1～2回）は毎回4＄，②1期作は  

51‖5＄，2期作は20＄を料金として支払えば充分に用水が供給される．   

州ではLCRAの例にみるように，私的会社組織から公社への所有権の移譲によってライスベルトでの潅漑用水  

の利用形態が変化した．16の主要な水路組織のうら14の組織では潅漑面解剖の水料金を設定しており，稲作水田に，  

供給する水の単価ほ個人所有の水供給会社のほうが河川公社よりも，エーカー当たり平均5．72＄高いとする推計が  

なされているが（計測期間1977～82年），これは後者が非常利用法人として運営されていることが主たる理由とみ 

られる（2）．   

テキサス州における表流水では専用水利権（appropriativeright）が支配的で，この水利権は売買できる．この  

水利槍の妥当性を立証し，確定する「宣告」（ad桓dication）がライスベルトの全水系でとられている．従来，テ  

キサスでは水利権の決定手続き1を行裁判所が行っていたが，1986年にTexasWater Developing Board，Texas  

BoardofWaterEngineer，TexasDevelopmento壬WaterResource）を統合して州水利委員会（Texas Water  

Commition）を設立し，州の水についての全体の許認可権を（autbolity）をもつなど，行政庁が行うことに・なった．  

現在，水利用をめぐり競合が生じてきているが，この水利用に関して①生活用水，②工業用水，⑨潅漑，④工業，  

など8つの優先順位にもとづいて，流域ごとに内部の水利用■を調整する必要が生じており，この機関は，水の既存  

最のみならず，優先順位に関すること等の基礎的な調査を実施して水利権の認可をしている．  

（3）稲作農家の水管理   

テキサスのある複合経営の例をみてみよう．トーモロコシ劇1エt－カー，ピーナツ240エーか－，米94ここ－カー，  

その他，麦，バーミューダグラス700エーか－（干し草，放牧，小取り肥育牛110頚）を栽培し，この他によその  

農場に賃耕（カスタムワ・－ク）もする経営である．稲作に一犯976年に取り組み始めたが，その最大の理由は，幹線  

水路や井戸からくみあげて周囲の圃場に重力濯漑ができる貯水池をり・－スできたことをあげていた．   

米専作の大規模経営の例をみてみよう．父との′く・－・トデ・－・シップで，19糾年から稲作を開始，米＋休耕＋米，米  

＋休耕＋休耕＋米のローテー・ショソで水稲310haを栽培している．稲作で高い収盈をあげるポイントとして，①  

集約的な管理，◎新品種，⑨レーザーレベリソク㌧④2作への切り替え時の収穫機械の工夫などをあげている．ま   
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た，「レ、－ザ・－レベリソグ」をしている圃場では，1期作目の水管理が容易で，早く土壌を適正に湿らせられ，尿  

素肥料を空中散布して早く検械が入れられ，2期作の準備が少しでも早ぐできるので，反収のアップになるのであ  

る．しかし，すじまきだと乾田直播忙水がいらず，播種に時間がかかるが種蒔が正確にでき発芽が良好で，播種畳  

も3分の1でよいなど費用を節減できる点が指摘された．   

水経費をみると井戸を1つ所有し，フラッシソグをしており平均50＄／ェーか－，35年前の建設当時に盾径15イン  

チだったのが，砂が上がってきて新しい′くイブを内側に挿入して10イソチ細くなったため，汲み上げのエネルギ・－  

コストが年々増加している．周囲の農場でも地下水位の低下傾向がみられるようになってきたという．水を溜めな  

い浅水かんがいの方が収穫が高いので，湿らすだけでよいのならスプリンクラー・でできる品種も考えられる．州で  

ほ購入水で潅漑する場合は一腰的に面積割で，現金支払い費用に占める水利用コストの比率は，1期作で25～30％，  

2期作で20％ほどとしだいに高くなってきている．   

圃場を均平化するレーザ・－レベリソグについてほ，農家段階で水管理の省力化がとかく指摘されている．しかし，  

これも設備投資額がかかるので，経営規模にみあったものか常にチェックしている．   

行政としても土壌保全局の出張所がこうした水管理について，直接に農家を指導している．均平を施していない  

圃場については，圃場のなかにどのような水の道をつくりいかに周場内に配水するか，圃場の最適な等高線図（コ  

ソトワ・－マップ）をコソビュー・タによって作成するサ－ビスを無料で実施して，汲み上げにコストのかかった貴盈  

な水を節約し，・エ・ネルギ－・コストの節減，地下水など水資源の節約を指導している．   

テキサスでの栽培面横は15年前に60万エ・－カー・だったのが米価水準の低落で3q方エーカーに減少しており，減少  

は長期的傾向である．稲作栽培関係の基礎的研究はパモソトの試験場で実施されている．当州の水資源研究は，テ  

キサスA＆M大学にあるテキサス水資源研究所を中心とした約14の研究のセソクーによって行われ，大部分は大  

学の普及部門で研究を実施している．テキサスでは表流水については下流に石油化学工業があり，工業用水需要な  

どとの競合が増加傾向にあり，メキシコ湾に近い下流のヒュ・－ストソでは過去に被匠地下水を取水しすぎ，地盤沈  

下のために洪水の被害も生ずるほどであり，貯水池の建設が急務となっている．また，一・般に本州では表流水より  

も地下水に依存しており，水利用コストにおいてひらきがある．以下の点について研究が進んでいる．①播種直後  

に出芽を良好に．するために軽く潅漑する．フラヅシソグはなるペく少なくしながら反収を保つ．稲作には1期作が  

雨期作であり1フィー・ト，これに2期作は1フィートぐらいしか必要としないことがわかってきた．②均平化を進  

め一定時間における総水盛を減少させる．⑨高収量の短かん種（semidraw）になってから浅水潅漑がなされるよ  

うになってきた．④開渠の水路を′くイプラインカ式に代えて運搬効率を高めることなどをあげている．⑤節水のた  

めに従来のポ、－・タ・一種漑からさらに稲の生育に最小限必要な用水だけを供給するスブリンクラ・－・潅漑の適応も試行  

されている．  

3．．水利事業とカリフォルニ7稲作水事情   

（1）水利計画  

1984年のセンサスの補足調査によって州全体の潅漑されている作物別収穫面積の内訳をみると，オ・－チャード，  

綿花，飼料作物のアルファルファ，野菜，穀物用の小麦に次い■で，稲作は6．2％と低いシェ■7を示している（表4）．  

つぎに，1975年において濯漑作物に占める稲作栽培面積の地域別分布をみると，総栽培面積533，690エt－カ・－のうち，  

ち，サクラメソトバレイ萬％，デルタ4％，サソホワキン水系5％，北部サンホワキン水系3％，西部サンホワキ   

ン水系3％，マウンテンバレイ2％であり，稲作栽培面番の80％がサクラメソトバレイに集中している．さらにサ   
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表4 潅漑地区における作物別収穫農家および収穫面積（カリフォルニア州）  

136  

濯  漑  地  区  非潅漑地区  

作  物  実   数  割   合  ∵夷  数  

戸 数  収穫面鱒  戸 数  収穫面積  戸 数  収穫面絞   

戸  万ha   ％   ％   戸  万ha  
LandinoIdhaI・ds  30，185  800  534  267  353  222   
Cotton   2，508  486  44  162   4  04   
Alfalfaandalfalfamixturesforhayordehydrating  4，936  336  87  112  110  （D）   
Land In vegetables 2，803  304  5．0  102   4  07   
Wheat for grain 1，905  213  3．4  71  330  

Rice   1，274  185  写3  62  

Cornforgrainorseed   1，424  111  25  37   13．6  
Bat1eyforgI・ain   128   
Otherhay，includingwildo【nativehay   1，831  74  
CoInfoISllageoIgI恍nChop  71   
Beans，dryedible   1，114  64  20   50  72   
SugaI beets for sugar 688  63  1．2  08   
OtheISmall釘ain   286  56    585  24  1。0  07   

ⅠⅠisIlpOtatOeS   333  2．0  06  07   
Sorgh11mforgrainorseed   333  1‖7  06  06   55  32  
Othercrop5   4，079  137  7。2  46  163  136   

計   56，483  2994  1000  1000  1，855  100．3  

資料：表3と同様小  

江：Dは未公泉   

クラメソトバレイにおける年間潅漑用水総量に占める稲作の割合をみると約60％である．これが冬季における降雪  

による豊富な雪解け水を背景に，重粘土質土壌のうえに広がっていることによる．   

セソトラルバレイほ長い間，カリフォルニア第1の農業地帯であった．バレイは降水量（平均年間約22インチ）  

と北部サクラメントバレイ水系の表流水（周囲の山地からの雪解け水）によって3地区に分けられ，年間降水量は，  

州北部のサンホワキン水系で13イソチ，州南部のトクラレレイク水系ではわずか6インチしかない．   

現在，州における潅漑用水ほセントラルバレイ水系の北部から中部及び南部へ輸送されている．こうした状況は  

図1のような州水利計画SWP（theStateWaterProject）及び連邦政府開墾局による水利計画 CVP（theCenral  

ValleyProiect）によって可能になった．ここでその経過を蔽見してみよう．1902年の開墾法（ReclamationAct）  

によってカリフォルニ■7における水利計画は著しく促進され，その目的は乾燥地帯の経済開発を進展させるための  

潅漑水源の確保にあった．それ以前の用水源は主として地下水により確保されていたが，この法律により1930年に  

はコロラド川においてフ・－′く－ダムの建設に着手した大規模な利水計画をつくり1942年に送水を開始した．   

また，州による水利計画が1933年のセンナラルバレイ法により着手される．1935年，カリフォルニア高等裁判所  

によって批年の歴史を有する沿岸水利権はくつがえされ，専用権に基づく水利用の原則を確立した．こうして水利  

権者による法外な価格づけはできなくなり，産業，農業は明らかな無駄と思われるような水への支払いから解き放  

たれたのである．こうして大規模な水利計画を実施し，適切な流水・貯水管理，確漑，レクリェーショソ，水力発  

電ができるようになった．   

CVPは北部の融雪水を貯留し，4～9月にほとんど有効雨量がないセントラルバレイを潅漑し，ここを大農菜  

地帯としようとして1935年に始まった．州の北部にシャスタダム（1949年完成，貯水盈56‖1億㌦）を中心とした  

ダム群をつくり，サクラメソト川に放流して，自然流下し，デルタ地帯に入り，ポンプ取水し，デルタ・メソド  

ータ水路でサン・ルイスダムまで導水する．いったんサソ・ルイスダムに貯水した後，さらにサンルイス水路に  

よってセソトラルバレイを南下し，用水の大部分はサンホワキンバレイ全体の潅漑に利用される．この他に，サ  

ソホワキソ川の上流にフライアントか一ソ水路によってテセソトラルバレイ南東部を潅漑するものと，フォルソ   
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ソダムからフォルソンサウス水   

路によってサクラメソト東部を  

潅漑するプロジェクトがある．  

これら4大貯水池による開発水  

量は，約134億ば／年であり，  

総潅漑面審は152万haである．   

1951年からは州水利計画SWP   

（The CaliforniaStateWater  

Project）による大水刑事業が開  

始され，今日ほとんどその完成  

をみた．SWPは州の北部にオ 

ロビルダム（1962年完成，貯水  

量43．．2億㌦）をつくり，CVPと  

同様にサクラメソ＝llを利用し  

て，デルタまで自然流下し，デ  

ルタからカリ■7ォルニア導水路   

によって商流し，一・部をサンル  

イスダムにポソプアップして貯   

水し，中部南部のサンホワキン  

バレイやトクラレレイク水系の  

農業用水を供給し，生活，産業  

用用水はサンホワキンバレイの   

中央部を南下，途中4カ所のポ  

ソプ場によって標高965mまで  

ポンプアップして，その延長は  

北から南まで714kmに達しニ  

出所：CalifomiaDepartmentofWaterResources，Cbl的TniaWbter  
乃α花Jク和ノeefed【ねeα柁dAuαi払むgeⅥ匂fer・勒卿ヱ正郎fo劇J仇  
Btllletin160一幻（De00mber1983）．  

図1カリ・7ォルニ●7州および連邦政府の水利計画による主要水路と施設  

ハチョビ山を越えてロス■アンゼルス南部まで送水するという巨大なシステムである．   

これらにより水問題が緩和され，カリフォルニア州では，現在，地表水と地下水の利水割合がほぼ6対4となっ  

ている．  

¢）水利用コスト   

カリフォルニアにおける総経費に占める潅漑費用の割合をみると表5，6のようである．潅漑経費の主要なもの  

は水そのものの経費であり，デ／レクでは私的あるいは共同の地方濯拡二が直接取水しておりェ・－・か－・フィ・－ト当  

たり2～3ドル，サクラメソトバレイでもほぼ同額であるが，中部のサンホワキンでは16＄ほどとなりかえって地  

下水による取水の方が安いなどの価格差がみられる．水源の州や連邦政府の水利事業地区とSWPの水価格の半分  

以下の補助をえているCVPの水を利用している地区とでは，19鮎年におけるAア当たりの用水単価を比較すると，  

ウエストランド潅漑区（CVP地区）では16＄，ロストヒル潅漑区（SWP地区）では35＄，SWP契約者で南部の導  

水路に沿ったところでは65＄というように大幅なひらきがみられ，CVPの地元負担分の償還ほ，1914年には5年  

間据置の20年返済，1926年には4（件間無利子，1939年には据置10年となり受益者の支払い能力に応じるという原則   
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表5 カリフォルニア州の稲作総生産費に占める潅漑費用の割合（1975年）  

138  

収 水  源  地下  

地 帯 区 分   表   流   水  水位  

（万ha）  （■7ィーり              地下水  

サクラメソトバレイ  1796  13．8． （30）  80   

デ ル タ   096  
11．6  
（50）   

サンホワキン水系   23．4 （50）   16．1  
（50）   

北部サンホワキン水系  066  13．2 （65）  213  50  
（5）   

西部サンホワキン水系  058  20．4  29．8  

（30）   （70）   

マウソテソパレ－   049  
16．0  90   
（20）  

計   2178  

出所：AllenHighstreet，CardeFrankNucktenandDenald L・Horner，AgTicultwal  
Ⅵ匂te′UbeCbstsinChl帥Tnta．GiannihiFoundationInformationSer・iesNo 
80－2，DivisionofAgriculturalSciencesBulletinNo小1896  
（UniversityofCalifornia；GianniniFo11ndation．July1980）．   

注：上段は，総生産費に．占める准漑経費割合（％）、下段の（）内は地帯区分ごとの収  
穫面積に占める割合（％）．  

表6 総生産経費に占める潅漑費用の割合（1975年）  

水以外  ぎ盲■詫  藩  
地帯区分  収種面若    わ生産  若に占  める割  郡   

経費   方法   経   
エーカ  万山a  ＄／－カー   ヽ  ＄／エーカー・フィート  エーカー・フィート  ‡／エーカー・ イート      ContraCost8  

Delt8  地表水  地方漣漑区  ボ・－ダ－                  23，550  09や  53974     50   235   70  54  60  L7105  61079   S此ⅠamelltO  
地下水  125フィート  ポ・－ダ1－  50   2052   70  弘  ．6（l  1弧24  737“！冶   S8nJo8quin  

11．43   Col8mO            7．0  54  ．60  1朗．64  674  38   

Sacr8mOnt  440，214  17－96  53984  地茨水  開 墾 局  ボーダー  30   300   80  6240   髄40  626  24  Blltt¢．Collほa   
Vdl¢y  地表水  州  ボーダ・一  35   2∝I   80  62  40  7840  61824   Glenn，Sutt即  

地表水  地方潅漑：区  ポ・－ダ－  10   300   80  6240   防40  62624   Tebem，Y0lo  
地下水  80フィート  ポ－ダ1－  25   16 68  80  62  ．40  19584  7訪  68  Yub8  

8．33   8．0  62  ．40  110．96  650．80   
Mo11nt8in  12▲000  049  57384  地表水  地方濯漑区  ボーダー  80   624   80  6240   11234  6紡  18  
V8118y  地下水  90フイ・－ト  ポ－ダー  20   Ⅰ寧∴鱒  8．0  62  ．40  1＄84  769．68  

8．33  8．0  62  40  129．04  702  88   
Nortll   16，276  0－66  53984  地表水  開 墾 局  ボーダー  65   425   60  53  04  8194  621  78  St8nlSlallS   
S8nJoaql11n  地表水  地方港漑区  ボー・ダ－  30   375   60  53  04  7854  61838   Mere¢d   
Ba8in  地下水  50フィート  ポ1－ダー  5   1革こ鱒  60  53  04  14606  685  90  

4，57  6．0  53．04   糾．07  6公．97   
S8nJo8quln  ㌘1400  112  53984  地表水  開 墾 局  ボーダー  50   1580   70  5460   16520  705  04  yresno   
B8Sin  地表水  地方鞋漑区  ポ・－ダ・－  50   700   7 0      103．60  643．44   M8der8  

11．40   Tl止are            7．0  54  60  1朗．40  674．24   

Westside  14，250  058  53984  地表水  州水利事業  流 水  30   1200   7 0  54  60  1三賂60  67844   Kern   
S8nJoaq山n  地下水  200フィート  流 水  70   24 96   70  5460   22932      King8  
B8Sin  
計  533，690  21．78  

参考資料：表5と同様．   

にのっとってしだいに緩やかなものとなり，この間のインフレを考慮すると実質的にはほとんど負担がかかってい  

ない．稲作地帯ではサクラメソトバレイのテハマコ′レーサ水路の周辺がこれにあたる（31  

（3）開発コスト   

州全体として年間に表流水から供給される畳は平均して降水からⅧ．8MAFである．このうら北部海岸地域（40．  

8％），セントラル′ミレイ地域（47．5％）の2地域■で州の自然流畳の大部分を占める．このうち，47．9MAFが未  

開発のままであり，これから河川北部地域の河川の景観保持，デルタの塩害防止などの必要量を除いて，73MAF  

（未開発流水量の15．2％）が技術的，経済的にみてセントラルバレイで開発可能な水魚なのである．そのなかでも  

土質，水源からみて北部のサクラメソトバレイがダムの建設適地とされている．   

さらに，1980年代初めに州の水資源局などから新たな水利計画が提示されたが，そのほとんどは北部のサクラメ   
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ソト．くレイに計画されており，開発費用はAF当たり50・～g50＄である．さらに・これに運搬費用が北部湾岸地域で  

10・～40＄，サンホワキンバレイで100～125＄かかるというものであった．   

SWPの面積を拡大するにはデルタ内の施設を改良し，乾燥年でも安定的に用水を供給できるようにする必要が  

ぁり，その経費ほAF当たり68＄で，SWPの用水の平均費用で9＄増加するものと推計されている（4）・   

図2のように，開発水量が増して開発が困難になるほどAF当たりの費用がかさむ．さらに，州中部の果樹，酪  

農などの農業地帯，州南部のPサソゼルスなどにおける都市生活用水需要をおさえて，上流で濯淵用水に用いるこ  

とに対してはつぎのような事情から合意が得られ難いとみられている．  
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出典：C．Ⅴ．MooreandR．E．Howitt，“TheCentralValleyofCalilornia，  
unpublished．但し，（RobertRepetto，ShimTniT2gthewaterl：・ReTu－  
5ee如喝α花df九ePer／br′mα乃Ceq／九わJわか・rなdio7もβγさよem，Wor1d  
ResourcesInstitute1986．）に収録．   

注：19尉年以降は計画値．単位は1，000dar㌔，ただしd鋸㌔は1，000r㌔．  

図2 貯水能力と水コスト（19釦年ドル）  

（現 配水ネットワークの中心としての下流デルタ   

主たる稲作地帯であるサクラメソトデルタにおける水利用は下流のデルタ地帯との調整閉局によってその取水が  

制限されている．デルタの河川と湿地はその土地以上に重要な役割を果たしており，歴史的に・①潮水の進入による  

塩害，②稲作のための除草剤使用による水質汚濁，⑨水資源の移転などのような密接に絡んだ問題がある（図3）．   

まず，①についてみよう．デルタにおける塩害の発生は淡水とサンフランシスコ汚から押し寄せてくる潮水との  

′ミラソスのいかんである．これが上流での排水と取水とによって悪化している．もちろん上流にダムを築き，冬の  

流出を貯え，乾燥期に放出し，デルタの水位は高めに設定されている．しかし，夏場の水量を増やしてもかんばつ  

年には特にデルタへの塩水の進入が生じ，農業や生活用水への影響が深刻になった．サンフランシスコ湾地域の饉  

民や漁業，野生動物保護，さらに州南部の水の使用者もこの間題を取り上げている．   

②は農業排水による水質問題である．まず，北部のサクラメソりIlに流れ込む除草剤による新鮮水の水質の悪化・  

そして，中部の虔地からの大量の排水を抱えるサンホワキソ川やサンホワキン排水路からの排水による水質の汚濁   
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で，流れてくる間に土壌中からと  

け込んだ自然の塩物貿あるいは除  

草剤やセレンも混入しており，サ   

ンホワキン川における夏場の渇水  

状態は南デルタの農家にとって土   

壌管理上の深刻な問題をかかえて   

いる．  

次に．⑨の水の移転について経済   

的にみよう．まず，第1に技術的   

にみよう．上流の貯水池から放出   

された淡水は，デルタ内の6つの   

河川を通り4つの流出口から流出   

する．（Dサンフラソシスコ湾への   

流出，②中洲での農業などデルタ   

での水利用，（参CVPとSWPによ   

り南部への送水のためにデルタの   

南部に．設置された汲み上げプラソ  

ト，④中央デルタ取水し北部コン  

トラコースタ郡に給水する水路で   

ある．渇水期にほ，これらのバス   

ウェイのすべてに供給するだけの  

淡水は流れていない．そこで水雲  

維持のためにデルタの水路に流す  

べき水畳に．ついて関係機関が長年  

検討を重ねてきた．1978年に州の  

主要稲作地域  

出典：DivisionofAgricultureaneN年turalResources Univ‖OfCaト  
ifornia，乃e助cr・αme几£0－Sα花Joαq払わ加gね，1984 

図3 サクラメソトデルタの主要河川水路網  
水資源管理局（State WaterRe－  

s。hrceC。ntrOIBoard）はその必要量についてのガイドラインを設け，現在の議論のもととなっている・1985年の  

決定で，たとえCVPやSWPが実施されても水質は現状水準を維持すべきとの見解をJfした．そこで乾燥年，多  

雨の年にかかわらず，潅漑用水需要が高まる時期にあっても，水利権をそのまま行使して用いることができない・  

生活用水，農業用水，漁業や野生動物保護などの水利用のために毎日250万ガロンが必要なのである．これは，セ  

ントラルバレイの農業の展開にとって大きな規制要田となっていることは見逃せない．   

カリフォルニアの4分の3の新鮮水は，北部の山々の降雪から供給され，サクラメソトを通じてサソフラソシス  

コの湾に流れ込むものに大きく依存している．一男，中部，南部において人口の増加等による潜在的需要が膨れ上  

がっている．こうした現状に対して，種々の事業によって幹線水路をひき，中部，南部へ送ろうとしている．しか  

し，この際に，問題になるのは，水の運搬に高いコストを伴うという経済的点だけではなく，むしろ北部に水利権  

があり，地域間の移転が困難という点である．そこで，通常は，北部に新たな新規の水源を設けて利用しようとす  

るが，これには多大の建設費用を要する．そこで，地域間（北臥中部，南部），部門間（農業，都市）のモデル  

分析が二歌計画法によってなされた．①現行（水利権）制度維持，新規の水の供給は不可．②地域間，部門間で   
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認められる限りで，消費者の需要に応じた最を開発し供給できる．この2つのシナリオを比較した結果，水市場を  

導入できるように制度を改編することにより，年間2MAFの水を節約し移転させると，1980年には7，000万＄以  

上，2020年までには8，300万＄へと便益を増加できるとの結果が算出された．こうした，地域間，更に部門間の移  

転ができることにより，例えば，中部での果樹，酪農地帯における農業による開発が進み，南部では，現在以上に  

人口の扶養カを強め州の発展に寄与することになるとされた（31   

このデルタはカリフォルニアの水配分ネットワークの中心部にありその戦略的な立地のゆえに，様々な利害集団  

を通して常に改編が迫られている．このように，サクラメソ＝llの周辺で稲作栽培面積が拡大とするとデ′レク，中  

部，南部地域との間で様々な調整上の問題を生じてくることが予想される．  

4小 稲作面積の拡大余地  

稲作潅漑面積を拡大することができるかという点に焦点を合わせてみてきたが，まとめると次のようになろう．   

第1に，アー・カソソ1一・大平原である．州東中央部に位置し，緩傾斜で心土は重粘土質でテラス土壌であり，圃場  

内の排水状態は一・般によくなく，穀物栽培面積53万3，000エー・か－ （217，500ha）のうら80％の43万1，000エ・－・か－  

が稲作の適地であるが，地下水位の低下が深刻になってきており，長期的な水供給からみて20万エ・－か－・が限度で  

ある．第2に，アーカンソー北東部である．先の大平原よりも更に土壌条件が多様で，沖横層のうえに広く分布す  

る．深さ50ノ・・■75フィ・－トの地下水を取水源としているが，地下水位低下は生じていない．耕地の過半数の砿万5，000  

ェ・－か－が適地とされ，16万エ・－か－まで拡大できる．第3に，ミシ・ンッピ・一川デルタである．690万こ亡∴－・カーが  

適地とされるうち飢0万エ・・－カーがクレイなど不透水の混合土壊条件をそなえており，近年，この地区で面積が拡  

大してきたが，更に，80万ユ・－・か－の末耕作地に急速に広がった．浅い地下水や地表水が取水源であり水供給には  

問題がないが，輪作体系などの農学的な制約のため実際は年間210万エ・－か－が制約である．第4に；ルイジアナ  

州南西部である．海岸から湿地帯近くのところで排水の不良なクレイ土壌がみられ，土壌適性から180万エ・－か－・  

とみられる．地下水位は安定しているが，地表水が不足してくると地下への浸透盈が減少し水圧のバランスが変化  

したため塩水問題を生じはじめた．また，水は充分だが農学的制約から90万エ・一か－が可能とみられる．第5に，  

テキサス沿岸平原部である．黒土クレイ土壌は沿岸湿地帯，垂粘土土壌は西部に分布している．全耕地の95％が適  

地だが，工業，生活用水などとの競合もあり，用水がネ・yクで4分の1の60万エー・か－・が長期的に可能である．第  

6に，カリフォルニア州サクラメソトバレイである．耕地は沖積のクレイ，盈粘土土壌のうえにあり66万6，000エ  

・－カ－のすべてが潜在的に可能であるが，その4分の3の50万エ・－カー・が長期的に可能である．金敷物の約10％が  

州中部のサンホワキンで生産されるが，水の制約から縮小するとの見通しである．以上，6地域の適地両群は合計  

で446万エ・－カー・と推計される．これは，過去最大の収穫面積で当面の限界とされる1981年の153万5，000haを20  

％上回っている（5）．   

南部ミシシッピ、－・川流域における水利構造をみると，国土の流域面積の3分の1を擁するという豊富な水資源を  

背景にして，カリフォルエアなどでみられる専有権の性格はいくぷん弱く，河川では沿岸権を行使することができ  

る．河川から離れていたり，近年に稲作面帯を拡大したところで沿岸権をもたなけれは，地下の不正地下水を介し  

て河川水を汲み上げればよい．現在のところアーカンソーなど上流，あるいは下流のテキサスでも不圧地下水から  

の汲み上げすぎによる極端な地下水位の低下は起きていない．ただし，本河川が穀倉地帯の中央をはしる運河とい  

うこともあり，かえって榛端な河川水位の低下を生ずることは許されないことや，海岸地域での表流水の取水によ  

る地下水の塩害などが水資源の利用にとっていくぶん規制要田となるかとも思われる．しかし，ここでは，その豊   
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富な水資源を抱えてはいるものの，汲み上げで使うための地下水利用コストをいかに節減させるかが大きな問題で  

ある．   

カリ・フォルエア州では地域間移転，用途間の転用などから患層的な需給関係がみられ，①塩害の防止のためデル  

タに－・定盈の流量を維持し，②稲作地帯での除草剤の散布に伴う水質の悪化があげられる．しかし，①は取水した  

用水を反復して利用し，さらに水質を教書して河川に戻す．②は〟時的に貯留して除草剤の毒性を低下させること  

により解決されるであろう．中部の稲作地帯の広がるサンホワキソ州周辺でほ，排水不良の低湿地帯であるため，  

大規模な暗渠排水を施工するとともに，サンホワキン川に沿って排水路をもうけデルタに排水する計画だった．し  

かし，財政悪化で排水路がケスター・ソン湖までで中断したためここに貯留されることになった．ところが，その土  

壌からセレンなど無依質の有毒物質が溶けだして，排水路を通じて周辺地域およびデルタ地域に流出し，水の汚濁  

が表面化してしまった．中部地域では用水確保のための貯水施設の建設や排水についての規制が厳しく，商標の縮  

小をよぎなくさせる条件が生じている．このよ 

ネックになっている．   

最後に，日本人の好みに会う中・短粒種ジャポニカ米の拡大可能性についてみてみよう．1985年には中・短粒種  

は73％がカリフォルニアで生産されている．そこで，カリフォルニア州に・おいて米として全て中短粒種（現在86％）  

を栽培するとしよう．カリフォルエアでは米が1985年に16万ha，134万tが収軽されている．専門家の間では，当  

面はすでに潅漑施設投資や水利権の調整実績をあげていたことから，過去の最大である1981年を拡大可能性の限度  

のめどとして考えられている．19飢年には収穫面積24万ha，185万tの収穫量をあげており，1985年の反収8．3t／ha  

を用いて，短期的には65方tはどが限度である．ただし，これは，すでに．稲作栽培の実額のあるものだけについて  

みたものであり，米価水準が上昇して生産者が他作物と比較して，よ、り有利な収益性作物であるとみなすことにな  

れば，潅漑施設をさらに若干施設投資をして，稲作用に転換することもできるであろう．1980年の港漑方式別潅漑  

面積によると，サクラメソト′ミレイにおいて流水潅漑16，360エ・－・カー，ボーダ・一種漑731，545こ亡∴－か－・であった．  

この二つの濯漑方式をほぼ同様な濯漑施設であるとみなし，合計747，905ニE∴－か－（305，188ha）で若干の追加投資  

をすればすべて稲作を実施したとすると251万tの生産ができ，ほぼ120万tの拡大が可能ということになる．  
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